
社会福祉法人ことぶき令和７年度事業報告書 

1. 理事会・評議員会の開催状況 

(1)理事会の開催状況 

区分 開催日 出席 監事 議   案 

第１回 ６月４日 ７名 ２名 ① 令和６年度下半期理事長及び業務執行理事

の職務執行状況報告 

② 令和６年度事業報告及び計算書類等の承認 

③ 役員及び評議員選任候補者の推薦 

④ 定時評議員会の開催内容 

⑤ 評議員選任・解任委員会委員の選任の承認 

第２回 ６月１９日 ７名 ２名 ① 理事長及び業務執行理事の選定(書面開催) 

第３回 １１月５日 ７名 ２名 ① 令和７年度上半期理事長及び業務執行理事

の職務執行状況報告 

② 令和７年度上半期事業活動収支状況報告 

③ 運営規程の一部変更の承認 

④ 評議員選任候補者の推薦 

第４回 ３月２５日 ７名 ２名 ① 令和７年度補正予算の承認 

② 令和８年度事業計画及び収支予算の承認 

③ 給与規程の一部変更の承認 

(2)評議員会の開催状況 

区分 開催日 出席 監事 議   案 

定 時 ６月１９日 ８名  ２名 ① 令和６年度事業報告 

② 令和６年度計算書類等の承認 

③ 理事及び監事の選任の承認 

(3)評議員選任解任委員会の開催状況 

区分 開催日 出席 監事 議   案 

第 1回 ６月４日 ３名  ２名 ① 社会福祉法人ことぶき評議員の選任 

第２回 １１月５日 ３名  ２名 ① 社会福祉法人ことぶき評議員の選任 



２．職員状況 

⑴ 退職者 ８名 

➢ 介護老人福祉施設：介護士・機能訓練指導員  計４名 

➢ 通所介護事業所：介護士 ３名 

➢ 短期入所生活介護事業所：介護士 １名 

⑵ 採用者 ８名 

➢ 介護老人福祉施設：介護士・看護師・機能訓練指導員  計６名 

➢ 通所介護事業所：介護士 ２名 

 

３．防災対策・設備管理等 

⑴ 消防訓練の実施 ４月２３日 昼間地震による火災想定 １０月１５日 夜間想定 

⑵ 設備点検の実施 非常用ガス自家発電、電気、ＥＶ、給湯、浄化槽、消防設備等 

 

4. 寄付受入れ状況 

月 寄付内容 氏名又は団体名 

６月 ３０，０００円 白石美智代(特養元入所者家族) 

 

5. 健康管理 

⑴ 入所者・入居者 

➢  ７月 ２日 結核健康診断（胸部レントゲン）   

⑵ 職員 

➢  ６月２４日 全職員対象定期健康診断及びストレスチェック 

（介護職員は腰痛健診）／伊勢崎佐波医師会病院検診センター 

➢  １月中     介護老人福祉施設常勤介護士健康診断／山田内科クリニック 

 

 

 

 



6．主な設備、備品等購入           【総額】７１０，０００円 

内  容 事業種別 金  額 

介助式リクライニング車椅子５台 介護老人福祉施設 

 

７１０，０００円 

 

7．事故発生状況  ６６件（前年比+１８） 

事 業 所 転倒転落 介護ミス その他 計 

介護老人福祉施設 ２１ １８ ３ ４２(＋８) 

ケ ア ハ ウ ス ０ ０ ０ ０（－１） 

通 所 介 護 ３ ０ ３ ６（＋３） 

訪 問 介 護 ０ ０ ０ ０（±０） 

短期入所生活介護 １８ ０ ０ １８(＋８) 

 

《骨折等重大事故の概要》２件（前年比－４） 

事業所 年齢原因等 骨折部位・状況等 

介護老人福祉

施設 

８８歳 

女性 

要介護４ 

 

介護ミス 

 

〈上腕骨骨折〉 

着床時に麻痺側を身体の下に巻き込み骨折とな

る。脳梗塞による左半身麻痺の後遺症があり、介助

時は気を付けていた。着床時に麻痺測の左手を巻き

込んだ状態で着床介助を行った為、肩に負荷が掛か

り上腕骨骨折となる。今後は２人介助対応とし、再

発防止に努めることとした。 

通所介護事業

所 

９６歳 

女性 

要介護３ 

 

転倒 

〈後頭部裂傷出血〉 

利用者(シルバーカー使用)の歩行訓練は一度終了

していたが、再度歩きに行きたいとご要望があった

ため付き添い介助にて歩行訓練を再開する。ケアハ

ウスに通じる自動ドアは既に施錠しており、再度ス

ペアキーで解錠にあたる。その際、職員の後方で待

機していた当該利用者がバランスを崩しシルバーカ

ーごと転倒してしまう。転倒の際左後頭部を壁面の

散水栓の縁に接触してしまい、頭部４ｃｍ裂傷と出

血の外傷を負う。受診し患部を縫合する治療が行わ

れた。 



8．苦情対応状況  ０件（前年比－２） 

苦情者 苦情・対応内容 

― ― 

 

9．利用者状況 

事 業 所 延利用人数 一日平均 稼働率 平均介護度 

介護老人福祉施設 
17,137人 

（‐50） 

47.0人 

（-0.1） 

93.9% 

（-0.3） 

4.0 

（-0.3） 

ケ ア ハ ウ ス 
4,935人 

(-15) 

13.5人 

(±0.0) 

90.1% 

(-0.2) 

1.0 

(±0.0) 

通 所 介 護 
5,492人 

（+256） 

18.9人 

(+0.3) 

76.0% 

(+1.6) 

1.2 

 (-0.7） 

訪 問 介 護 
3,054件 

(+241) 

9.9件 

(+0.8) 
― 

1.1 

（-0.1） 

短期入所生活介護 
2,536人 

(-425) 

6.9人 

（-1.2） 

69.4% 

(-11.6) 

2.9 

(-1.4) 

居 宅 介 護 支 援 
1,625件 

（+331） 

月 135.4件 

（+27.6） 
― 

1.9 

(+0.3) 

 

10．ボランティア及び実習生受入状況 

⑴ ボランティア 

➢ 伊勢崎興陽高校 花と緑で環境を創る系列２年生 花壇の植栽 ５月、１１月 

➢ 市立第三中学校 チャレンジウィーク職場体験（当中学インフルまん延中止） 

➢ ケアハウス   ゴスペル鑑賞会（地域の方々） 探究活動（太田女子高校） 

➢ インターンシップ就業体験 伊勢崎商業高校(通所２名) 

⑵ 実習生 ９名 

➢ 介護福祉士介護実習‥‥東京福祉大学（特養１名) 伊勢崎興陽高校（特養 1名) 

➢ 介護初任者研修‥‥アゼリア介護学院(特養２名･通所２名) 

➢ 教員免許取得介護実習‥‥共愛学園大学（通所 1名） 群馬大学（通所１名） 

              東京福祉大学（通所１名） 

 



11．職員研修実施状況 

⑴ 施設外研修 

月 事業所 研修内容 主催 開催方法 

４月 居宅支援 介護支援専門員研修(計 5回） 包括伊勢崎 集合 

６月 老人介護 生産性向上ビギナーセミナー① 厚労省 ｵﾝﾗｲﾝ 

６月 居宅支援 介護保険事業者説明会 県老施協 動画配信 

７月 老人介護 生産性向上ビギナーセミナー② 厚労省 ｵﾝﾗｲﾝ 

７月 老人介護 看護実務者研修① 看護教育ｾﾝﾀｰ 集合 

７月 ｹｱﾊｳｽ 軽費ケアハウス情報交換会① 県老施協 集合 

７月 居宅支援 介護支援専門員研修Ⅰ(計 10回） 県社協 ｵﾝﾗｲﾝ 

７月 居宅支援 虐待事例検討会 包括北三郷 集合 

８月 老人介護 生産性向上ビギナーセミナー③ 厚労省 ｵﾝﾗｲﾝ 

８月 老人介護 看護実務者研修② 看護教育ｾﾝﾀｰ 集合 

８月 居宅支援 生成ＡＩ活用入門研修 在医介ｾﾝﾀｰ ｵﾝﾗｲﾝ 

９月 老人介護 介護ﾃｸﾉﾛｼﾞｰ導入支援セミナー 労働安定ｾﾝﾀｰ ｵﾝﾗｲﾝ 

９月 老人介護 施設介護支援専門員研修 県社協 集合 

９月 老人介護 生活相談員全体研修 県老施協 集合 

９月 ｹｱﾊｳｽ 軽費ケアハウス県内施設視察研修 県老施協 集合 

９月 居宅支援 多職種ネットワーク研修① 在医介ｾﾝﾀｰ ｵﾝﾗｲﾝ 

10月 ｹｱﾊｳｽ 軽費ケアハウス合同情報交換会 県老施協 集合 

10月 居宅支援 介護支援専門員実習指導研修 県社協 ｵﾝﾗｲﾝ 

 
11月 老人介護 介護福祉士実習指講習 県老施協 集合 

11月 居宅支援 多職種ネットワーク研修② 在医介ｾﾝﾀｰ ｵﾝﾗｲﾝ 

12月 老人介護 看護・介護職員研修 県老施協 集合 



12月 通所介護 自動車安全運転講習会（講義） 県老施協 集合 

１月 老人介護 ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ担当職員研修 県老施協 ｵﾝﾗｲﾝ 

１月 ｹｱﾊｳｽ 軽費ケアハウス情報交換会② 県老施協 集合 

３月 老人介護 ストレスケア研修 県老施協 動画配信 

 
 



(2) 施設内研修 

 

 

 

介護老人福祉 

短期入所生活 

ケアハウス 通所介護 訪問介護 居宅介護支援 

４

月 

喀痰吸引 

緊急時対応 

ＢＣＰ訓練 

(感染症)① 

緊急時の連携 

基本的応急処置 
倫理・法令遵守 

高齢者虐待防止

検討委員会 

５

月 

BCP研修(地震) 

介護事故防止 

リスクマネジ 

メント基礎編 
倫理・法定遵守 

ハラスメント 

対策 
高齢者虐待防止 

６

月 

倫理・法令遵守、

ﾊﾗｽﾒﾝﾄ、個人情

報保護 

身体拘束 

虐待防止① 

ＢＣＰ訓練 

(感染症)① 
接遇 

プライバシー 

保護 

７

月 

ﾘｽｸﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ 

ＢＣＰ訓練 

(感染症)① 

倫理・法令遵守 
介護技術向上

（入浴介助） 

ＢＣＰ訓練 

(感染症) 
倫理・法令遵守 

８

月 

身体拘束 

虐待防止 

人権擁護① 

ＢＣＰ研修 

(災害)① 

リスクマネジメ

ント 
認知症ケア 

感染対策委員会

① 

９

月 

食中毒他感染症

口腔衛生 

個人情報 

ﾌﾟﾗｲﾊﾞｼｰ保護 

苦情処理 

円満解決 

ＢＣＰ研修 

(災害) 

ＢＣＰ研修訓練

(感染症) 

10

月 

苦情処理 

ハラスメント 

ＢＣＰ訓練 

(感染症)② 

個人情報 

ﾌﾟﾗｲﾊﾞｼｰ保護 

高齢者に多い疾

病研修 
認知症ケア 

11

月 

ＢＣＰ訓練 

(感染症)② 
認知症ケア 

ＢＣＰ訓練 

(感染症)② 

安全運転実技講習 

個人情報の保護 居宅介護支援 

12

月 

看取り介護 

褥瘡予防 

リスクマネジ 

メント応用編 

身体拘束 

虐待防止 
高齢者虐待防止 

身体拘束適正化

委員会 

１

月 

ﾘｽｸﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ 

BCP 訓練 (感染

症･災害)③ 

身体拘束 

虐待防止② 
ハラスメント 

リスクマネジメ

ント 
身体拘束適正化 

２ 

月 

身体拘束 

虐待防止 

人権擁護② 

緊急時対応 認知症ケア 緊急時対応 
感染対策委員会

② 

３

月 

委員会等活動見

直し 

ＢＣＰ研修 

(災害)② 

ＢＣＰ研修(感

染症･災害)③ 

事業所評価 

自己評価 

ＢＣＰ研修訓練

(災害) 



12．年度総括 

⑴ 法人全体 

① 感染症対策の徹底 

介護老人福祉施設にて１１月にインフルエンザ、３月に感染性胃腸炎のクラ

スターが発生し、１１月のインフルエンザでは終息しても予後の経過の体調不

良者が続出し入院者や退所者が続出する年度となってしまった。さらに短期入

所生活介護事業所でも２階同フロアの利用のため、終息期間まで新規及び定期

利用者の受入れの停止を余儀なくされ、稼働率も大幅に落ち込む結果となって

しまった。多床室がメインの特養であるため同室入所者にまん延してしまうこ

とが今後の課題となった。 

② 安定した収益の確保 

令和７年度は、上記感染症クラスターの影響で、介護老人福祉施設及び短期

入所生活事業の稼働率に大きな影響を与える年度となってしまった。 

在宅介護サービスを中心に利用実績の回復及び安定化を図るために、居宅介

護支援事業所と通所介護事業所及び訪問介護事業所で連携を図り、継続してい

るチラシの広報活動や事業所間協働による営業活動を強化した。その結果、居

宅介護支援事業所及び訪問介護事業所では新規利用者が大幅に増え、前年度を

大きく上回る実績回復に繋がった。一方通所介護事業所では、目標実績を超え

ることはできなかったが、前年度を超える実績を確保できたことは評価に値す

る。さらにケアハウスにおいても約２年半ぶりに全室満床を達成した。 

法人全体での介護報酬収益及びケアハウス事業収益の実績では、前年度比で

微増という結果になったが、人材確保等支援補助金や物価高騰等支援補助金を

申請したことにより、合計で約７，２００千円の増額となった。 

③ 職員定着とスキルアップ 

入職間もない中途採用者の定着率を上げるべく、上長始め同僚職員のフォロ

ーアップを強化した結果、前年よりも退職者の減少に繋がる年度となった。た

だし、ベテラン職員の割合も年々高まっているため、体力面や家庭面で問題を

抱える職員もおり、退職せざるを得ない傾向も高まっている。そのため代替え

中途採用職員はできる限り若い世代を採用すべく、人材紹介の有効活用やホー

ムページの求人採用情報に「職員の声」として職種・年代・勤続年数ごとに数

名掲載し、求職者の目を引くＰＲを展開した。今後、中長期的な人材確保と安

定した定着率に繋がることを期待している。 



⑵ 介護老人福祉施設 （定員５０人） 

【１日平均】４７.０人(－０．１)【入所】１９人(＋７)【退所】２１人(＋１１) 

１１月にインフルエンザ、３月に感染性胃腸炎のクラスターが発生し、１１月の

インフルエンザでは終息しても予後の経過の体調不良者が続出し入院者や退所者が

続出する年度となってしまった。そのため稼働率も下期には大幅に減る結果となっ

てしまった。多床室がメインの特養であるため同室入所者にまん延してしまうこと

が今後の課題となった。 

また入所者の重度化や様々な症状の悪化、さらには看取り介護者の増加に伴い、

介護職員配置も積極的な見直しが必要となり、次年度に向けてさらなる配置強化と

スキルアップが求められる。 

 

⑶ ケアハウス （定員１５人） 

【１日平均】１３．５人(±０．０)【入居】４人(＋１)【退居】３人(＋２) 

積極的な広報活動と法人内外問わず２人部屋入居希望者を募った結果、年度末に

２人部屋（夫婦）の入居者が新たに入居し、約２年半ぶりに１５人満床となった。 

また慰問団体や学生のボランティア活動を積極的に取り入れ、個々の希望に沿っ

た楽しみを提供するために昨年度から導入した個別リクエスト外出企画の継続と、

文化祭等も実施することができた。そのことにより入居者の創作意欲の向上、やり

がいの発見、入居者間のコミュニケーションの促進につなげることができた。今後

も心身の健康保持と快適な生活が送れる場の提供に努めていきたい。 

 

⑷ 通所介護事業所 （定員上限２５人/日） 

【１日平均】１８．９人（＋０．３） 

１日平均２０名以上を目標に掲げ営業及び広報活動を試みてきたが、当年度初め 

３か月まで完全に利用実績回復とならず、年間を通して目標達成には至らなかった。

利用者のニーズに応じた時短利用者の積極的な受け入れ、また要支援者の利用者数の

増加傾向により、要介護度平均も軽度化の利用者数が多くなる年度となった。 

このように要支援者の積極的な受け入れをしていくことが、今後の中長期的に安定

した稼動率に繋がることを期待している。 

 

 



⑸ 訪問介護事業所  【１日平均】９．９件（＋０．８） 

 １日平均１０件以上の利用実績の目標とし、内外ケアマネジャーとの連携を図って

きた結果、ほぼ目標実績を達成することができた。 

例年同様、複数の利用者及び家族から「ありがとうまたお願いします」「待ってい

たわよ」等有難いお言葉をいただくことで、安心して多くの利用者ニーズに応えら

れることができている。このことが口伝いにも広がっており、ことぶきの郷のホー

ムヘルパーをお願いしたいと新規利用者獲得にも繋がることができた。さらに利用

者に安心してご利用いただけるよう今後も努めていきたい。 

 

⑹ 短期入所生活介護事業所（定員１０人） 

【１日平均】６．９人（－１．２） 

  介護老人福祉施設の感染症クラスターの影響で、終息までに期間の利用者受入れ

ができないことも続き、前年より大幅に稼働率が低下した。 

介護老人福祉施設と同棟にある事業所のため、感染症クラスターのリスクは常に

あることが課題である。今後は入所待機在宅利用者の長期的な利用確保に努め、安

定した利用実績を達成できるようにしていきたい。 

 

⑺ 居宅介護支援事業所 

【１月平均】１３５．４件（＋２７．６） 

１月平均１３０件以上の利用実績を大きな目標とし、地域包括支援センターや民

生委員への継続した連携と営業活動、さらには地域への広報活動を積極的に実施し

てきた結果、大きな実績の回復に繋げることができた。介護予防教室「おたっしゃク

ラブ」を毎月開催し、地域の高齢者の身体機能の維持や楽しみづくりに貢献するこ

とができている。今後も地域や他事業所への広報活動をより強化することで安定し

た実績とケアマネジャーの知識と質を高め、さらなる「選ばれる居宅介護支援事業

所」を目指していきたい。 

 

13．令和７年度事業報告附属明細書について 

令和７年度事業報告で、社会福祉法第４５条の２７第２項の規定により作成する事

業報告の付属明細書は、社会福祉法施行規則第２条の２５第３項で規定する事業報告

の内容を補足する重要な事項がないため作成していない。 


